
　家事・育児の分担でモヤモヤしていませんか。
「夫婦で納得！『家事・育児シェア』見える化シ
ート」（福井市女性活躍推進
課作成）を使って、理想の
シェアを見つけましょう。
同シートは市nの男女共同
参画週間のページを経由し
てご覧いただけます。

　男女共同参画社会の実現に向
けた活動拠点です（市役所 ２ 階。
図書コーナーや交流スペースも
あります）。
活動内容情報提供、女性のため
の悩みごと相談（女性限定）、男
女共同参画情報誌「ときめき」の
発行、講座の開催など
l同センター☎０４２・４７２・００６１

　 ６ 月２０日㈪〜２４日㈮の ５日間、市役所 １階屋内ひろばで男女共同参
画週間の関連展示を行います。

男女共同参画週間パネル展示男女共同参画週間パネル展示男女平等推進センター
「フィフティ・フィフティ」 市n

　性別にとらわれず「自分らしく」生きやすい社会について、自由学園「多
様性ゼミ」（共催）の学生の皆さんと考えます。
ab ７ 月 ２ 日㈯午後 ２時半〜 ４時半、市役所 ７階７０１会議室
efg中学生２０人、保護者と関心のある方２０人（参観と質疑
応答のみ）。参加費無料
kl専用申し込みフォーム、電話またはm（fi f ty 2 @ci ty .
higashikurume.lg.jp）で同センターへ

中学生と考える「男らしさ」「女らしさ」、「ジェンダー」って？中学生と考える「男らしさ」「女らしさ」、「ジェンダー」って？
センター主催講座センター主催講座

申し込み
フォーム

同センター交流室

家事・育児のシェア（分担）を見える化し、理想のシェアを見つけよう！家事・育児のシェア（分担）を見える化し、理想のシェアを見つけよう！

市n
（男女共同参画
週間のページ）
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図　「夫婦で納得！『家事・育児』見える化シート」を使った夜の家事・育児の分担
　※パパ（フルタイム勤務）・ママ（フルタイム勤務）・子ども（5歳・保育園）想定で作成しています。

子育て期にある男性の家事・育児時間子育て期にある男性の家事・育児時間

　総務省「平成２８年社会生活基本調査」によると、 ６
歳未満の子どもを持つ男性の家事・育児関連時間は
平成 ８年以降増加傾向にありますが、妻と比較する
と圧倒的に短い状況です。また、諸外国と比較する
と、夫の家事・育児関連時間は他の先進国よりも低
い水準にとどまっていますが、妻は他の先進国と比
較すると家事・育児関連時間は長くなっています。
（内閣府「共同参画」平成３０年 ５ 月号より抜粋）

【備　考】
１．�総務省「社会生活基本調査」（平成28
年）、Bureau of Labor Statistics 
of the U.S.“American TimeUse 
Survey”（2018）及びEurostat“How 
Europeans Spend Their Time 
Everyday L i fe of Womenand 
Men”（2004）より作成。

２．�日本の値は、「夫婦と子供の世帯」に
限定した夫と妻の１日当たりの「家
事」、「介護・看護」、「育児」及び「買い
物」の合計時間（週全体平均）。

３．�日本、アメリカは末子の年齢が６才
未満、EU諸国は６才以下。

※内閣府男女共同参画局「第４次男女共同参画基本計画」における成果目標。

　平成１１年 ６ 月２３日に「男女共同参画社会法」が公布・施行されたことから、毎年 ６月２３日
～２９日の １週間は「男女共同参画週間」として、さまざまな取り組みが行われています。
　内閣府では、「『男だから』『女だから』といった性別役割意識にとらわれず、個性と多様性
を尊重し、自身の可能性を信じて誰もが生きがいを感じられる社会を実現していくきっか
けとなるキャッチフレーズ」を募集し、 ４ 年度は「『あなたらしい』を築く、『あたらしい』社
会へ」に決まりました。
　「男女共同参画社会」の実現のために私たち一人ひとりができることを、生活のあらゆる
場面を通して考えてみませんか。
l生活文化課男女共同参画係☎０４２・４７０・７７３８

市の男女共同参画市の男女共同参画
推進の取り組み推進の取り組み

「男女共同参画都市宣言」
「男女平等推進プラン」
男女平等推進センター

市n

6 月２３日
　～２９日 男女共同参画週間

①�現状をシートに書き出す
（右図参照）
②�シートを見ながらパート
ナーと話し合う
③�話し合った結果（理想）を
シートに記入する

手順手順

今号の主な内容

No. 1306

令和４年
（2022年）

6／15 号
・熱中症に注意しましょう…………………………… 2面

・新型コロナウイルスワクチン関連情報…………… 3面

・高齢者スマートフォン体験会……………………… 5面

・健康づくり推進員活動のパネル展示……………… 8面

みんないきいき　活力あふれる　湧水のまち
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毎月１日・１５日発行

新型コロナウイルス感染症の影響により、イベントなどを中止・変更する場合があります。最新の情報は、市 または直接、イベントなどのお問い合わせ先にご確認ください。



３ 年度下半期の
市の財政状況を公表します

●�暑さを避けること
　▼�外出時は日傘や帽子、通気性のよい服を
着用し、日陰を利用する

　▼�室内では扇風機やエアコンで温度や湿度
を調節する（時々窓を開けて換気を行う
ことも必要）

　▼�カーテンやすだれを活用し、窓からの日
差しを和らげる

　▼�就寝中も室温に配慮する
●�こまめに水分補給すること
　▼�外出時のみならず室内でも、のどの渇き
を感じなくてもこまめに水分補給する。
大量に汗をかいた時は、適度な塩分補給
も必要

●�その他
　▼�日頃から栄養バランスの良い食事を心が
ける

　▼�持病がある方やお子さんは、かかりつけ
医にあらかじめアドバイスをもらう

　マスクは、屋外で人との距離が確保できる場合
には熱中症を考慮して外しましょう。

◎予防のポイント

・�乳幼児は体温調節機能が十分に発達しておらず、
また、背が低く地表からの熱の影響も受けやす
いので、様子を十分に観察しましょう。
・�高齢者は熱中症になりやすく急変しやすいため、
予防と症状を見逃さないように注意しましょう。

◎乳幼児や高齢者は特に注意を

「熱中症」「熱中症」にに
注意注意しましょうしましょう

　梅雨時～ ８月頃にかけて熱中症になる方が増加します。特に梅雨明けの蒸し暑さや、急に
暑くなる ７月頃は、体が暑さに慣れていないため、熱中症になる方が急増します。
　熱中症予防と新型コロナウイルス感染防止のため十分な対策を行って夏を過ごしましょう。
l健康課保健サービス係☎０４２・４７７・００２２

　市では、年 ２回、予算の執行状況並びに市民負担の概況、財産、地方債の現在高などの財政
状況を公表しています。今回は、 ３年度下半期（１０月～ ３月）の状況についてお知らせします。
l財政課☎０４２・４７０・７７０６

　暑い日に「めまい・立ちくらみ・手足のしびれ
・筋肉痛・頭痛・吐き気・倦怠感など」があれば、
熱中症を疑いましょう。重症の場合は「応答がお
かしい・意識がない・けいれん・体が熱いなど」
の症状が出てきます。
　熱中症の症状が出た場合は、下図「熱中症の対
応」を参考にしてください。

◎熱中症の症状

　エアコンをつけ、扇風機・うちわなどで
風を当てて体を冷やしましょう。氷のうや
保冷剤、冷やしたタオルなどを太い血管が
ある部分（脇の下・首の周り・足の付け根）
に当てて冷やすと効果的です。

◎体を冷やすポイント（熱中症の場合）

熱中症の
対応

涼しい場所への
避難

脱衣と冷却

救急隊を要請

涼しい場所への
避難

脱衣と冷却

医療機関へ搬送水分を自力で
摂取できるか
自力摂取できる

自力摂取
できない

回復しない場合は
医療機関へ

意識がある 意識がない

水分・塩分補給

症状が
改善しない

症状がある

意識の確認

※�各計数は原則として表示単位未満四捨五入のため、
合計等に一致しない場合があります。
※�予算総額に対する執行率はいずれも ４年 ３月末日
現在のものです。 １年間の決算は、現金の未収・
未払いの整理を行うために設けられている「出納
整理期間（ ４ 月 １ 日～ ５ 月３１日）」後に確定します
（下水道事業会計を除く）。

迷ったら「＃７１１９」
　救急車を呼ぶか迷った時や、診察可能な病
院が分からない時は、東京消防庁救急相談セ
ンター「＃７１１９」へお電話を。

　市の財源は、皆さんが納めている市税のほか、国
や都からの支出金などによって構成されています。
　�◆一人当たりの市税負担額＝１４万 ９ 千円
　◆一世帯当たりの市税負担額＝３１万 １ 千円

市民負担の状況

■�介護保険特別会計	
　・予算総額＝１０５億９９５万 ７ 千円
　・歳入＝収入済額９７億４,４６３万 ２ 千円
　　収入率＝９２.７%
　・歳出＝支出済額９２億１,５００万 ４ 千円
　　執行率＝８７.７%
■�下水道事業会計	  
収益的収入 
・予算額＝２２億１,２１０万 １ 千円

　・執行額＝２０億８,０９２万 ２ 千円
　　執行率＝９４.１%
　収益的支出
　・予算額＝２２億６,２０６万 ６ 千円
　・執行額＝２２億１,０９５万 ４ 千円
　　執行率＝９７.７%
　資本的収入
　・予算額＝ ６ 億６,１２８万 ７ 千円
　・執行額＝ ４ 億６,３３１万 ９ 千円
　　執行率＝７０.１% 
　資本的支出
　・予算額＝１５億２,３６８万 ５ 千円
　・執行額＝１０億８,１９５万 ７ 千円
　　執行率＝７１.０%

■�一般会計	 �
・予算総額＝５３０億７,１５７万 １ 千円
　　�当初予算額は４４８億２,０００万円でしたが�
１３回の補正を行いました。

　・歳入＝収入済額４７８億１,８６２万 ８ 千円
　　収入率＝９０.１%
　・歳出＝支出済額４２４億８,５４９万 ４ 千円
　　執行率＝８０.１%
■�国民健康保険特別会計	 	
・予算総額＝１１９億４,７１２万 ５ 千円
　・歳入＝収入済額１０６億７,３００万 ２ 千円
　　収入率＝８９.３%
　・歳出＝支出済額１１０億６,５２０万 ４ 千円
　　執行率＝９２.６%
■�後期高齢者医療特別会計	  
・予算総額＝３３億１,８４０万 ９ 千円

　・歳入＝収入済額３２億８,７３８万 ８ 千円
　　収入率＝９９.１%
　・歳出＝支出済額３２億５,４９３万 ９ 千円
　　執行率＝９８.１%

予算の執行状況
　道路、公園の整備や公共施設の建設など、将来その
施設を利用する世代にも負担をしてもらうことが適
当な事業の場合、市では事業費の一定割合を「市債」
として国などから借り入れを行っています。
　�◆市債現在高＝３０３億２，６４９万 ９ 千円�
（内訳）一般会計＝２４９億４，４５０万 ６ 千円
　　　　下水道事業会計＝５３億８，１９９万 ３ 千円�
　◆市債償還利子＝１０億３７６万 １ 千円
　（内訳）一般会計＝ ４ 億２，３０８万 ９ 千円
　　　　下水道事業会計＝ ５ 億８，０６７万 ２ 千円
　※金利に変更がない場合の予定額です。

市債の状況（ ４年 ３月末現在）

　基金は、家計で言えば「預貯金」に当たるものです。
多額の資金が必要となる事業に備え、財政事情を考
慮しながら目的ごとに積み立てています。
　�◆基金現在高＝７８億６，３９５万 ５ 千円
　（内訳）財政調整基金＝４３億９,８５３万 １ 千円
　　　　その他の基金＝３４億６，５４２万 ４ 千円

基金の状況（ ４年 ３月末現在）

　公有財産とは、市が所有する不動産や動産など
を言います。
　◆�土地＝５８万７，４０２.７２㎡
　◆�建物＝１９万５，８６０.０９㎡　◆工作物＝１，６９９カ所

公有財産の状況（ ４年 ３月末現在）

　昨年、東京消防庁管内で熱中症により医療
機関に搬送された方は３，５９４人で、そのうち
６５歳以上の高齢者が１，９２３人（５３.５％）でした
（市内では３７人、うち高齢者は２２人）。
　熱中症による救急搬送は、突然
気温が上昇する日や、蒸し暑い日
が多くなり始める ６月頃から多く
なります。コロナ禍でマスクの着
用や自宅で過ごすことが多い日常ですが、感
染防止とともに熱中症を予防しましょう（東
京消防庁n参照）。

猛暑は「災害です」

東京消防庁n

　環境省の同サイトでは、「暑さ指
数（WBGT）」の予測値や実況値が
見られる他、「熱中症警戒アラー
ト」「熱中症警戒アラートのメール
配信サービス」があります。
　また、市の防災防犯情報メール
配信サービス「安心くるめーる」で
も情報提供しています。

「熱中症予防情報サイト」などの活用を

環境省サイト

市n
（安心くるめーる）

❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖
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7 月 の 無 料 相 談7 月 の 無 料 相 談
相談内容（定員） 相談日 時間 相談員 予約開始日時 場所 問い合わせ先

法律相談（各日 ８人）

6 日㈬

午前１０時から 弁護士
6月23日㈭

市役所 ２階
相談室

各予約開始日の午
前 ８時半から電話
で生活文化課
☎０４２・４７０・７７３８

13日㈬
20日㈬

7月14日㈭
２7日㈬

不動産・相続・会社
の登記等相談（ ５人）

6 日㈬
午後 １時から 司法書士

6月21日㈫
表示登記・土地の境
界等登記相談（ ４人） 午前１０時から 土地家屋

調査士
相続・遺言・成年後
見等手続き相談
（ ５人）

13日㈬
午後 １時から

行政書士 7月 7日㈭

税務相談（ ５人）
20日㈬

税理士 7月12日㈫
人権・身の上相談
（ ４人）

午後 １時半か
ら

人権擁護委
員 7月14日㈭

不動産取引相談
（ ５人） 7 日㈭

午後 １時から
宅地建物
取引士 6月23日㈭

交通事故相談（ ５人）

２7日㈬

弁護士

7月21日㈭年金・労災・雇用・
保険・人事管理等相
談（ ４人）

午前１０時から 社会保険
労務士

女性の悩みごと相談
（ ４人）

4 日㈪

午前１０時半〜
午後 ４時半

女性カウン
セラー

6月22日㈬
各予約開始日の午
前 ９時から電話で
男女平等推進セン
ター
☎０４２・４７2・0061

１1日㈪
２2日㈮

7月 6日㈬
２5日㈪

女性弁護士による法
律相談（ ４人） 1 日㈮ 午前 ９時半〜

午後 ０時半 女性弁護士 6月17日㈮

経営相談 平日 午前１０時半〜
午後 ４時半

市商工会
経営指導員

前日まで予
約可 市商工会館 市商工会

☎０４２・４７１・７５７７

相談内容 相談日 時間 相談員 場所 問い合わせ先
耐震相談
※�電話相談
のみ

7 月は実施しません
同協会事務局・桑
原建築設計事務所
☎０４２・４７６・１５１５

教育相談
※�電話相談
も可

火曜〜
土曜日

午前１０時〜
午後 ５時
（滝山のみ水
曜日は ６時ま
で）

教育相談員

中央相談室
（成美教育文
化会館内教育
センター）

中央相談室
☎０４２・４７３・３６６７

月曜〜
金曜日

滝山相談室
（西部地域セ
ンター内）

滝山相談室
☎０４２・４７５・８９０９

母子・父子
相談 開庁日 午前 ８時半〜

午後 ５時
母子・父子自
立支援員

市役所 ２階
児童青少年課

児童青少年課
☎０４２・４７０・７７３６

身体障害者
相談 8 日㈮

午前１０時〜
正午

身体障害者相
談員 市役所 １階

相談室

前月末までに
障害福祉課
☎０４２・４７０・７７４７
FAX０４２・４７５・８１８１知的障害者

相談 13日㈬ 知的障害者相
談員

心身障害者
（児）相談 平日

午前 ９時〜
午後 ５時

さいわい福祉
センター支援
員

さいわい福祉
センター

同センター
☎０４２・４７７・２７１１

職業相談 開庁日 ハローワーク
三鷹職員

市役所 ２階
ワークコーナー

直接会場で
住宅増改築
相談 14日㈭ 午前１０時〜

正午、
午後 １時〜
４時

市住宅増改築
等斡旋事業登
録団体協議会

市役所 １階
屋内ひろば

消費者相談 平日 消費生活相談
員

市役所 ２階
生活文化課

市消費者センター
☎０４２・４７３・４５０５

行政相談 13日㈬ 午前１０時〜
正午 行政相談委員 市役所 ２階

生活文化課
生活文化課
☎０４２・４７０・７７３８

生活困窮者
自立相談 開庁日 午前 ９時〜

午後 ４時 相談支援員 市役所 １階
福祉総務課

福祉総務課
☎０４２・４７０・７７４１

引き続き感染対策を意識し、人と人との距離の確保、手洗い・咳エチケットなど、一人ひとりの感染防止対策の徹底にご協力をお願いします。

新型コロナウイルス感染症相談窓口　〜まずは電話で相談を〜
新型コロナウイルスの感染が疑われる症状がある方の受診相談
※かかりつけ医がいる場合は、かかりつけ医に電話でご相談ください。
●�東京都発熱相談センター☎03・5320・4592　☎03・6258・5780
　（24時間、土曜・日曜日、祝日も受付）
●東京都多摩小平保健所☎042・450・3111
　（土曜・日曜日、祝日を除く午前9時〜午後5時受付）
新型コロナウイルス感染症に関する一般的内容（予防など）の相談
●厚生労働省電話相談窓口（コールセンター）
　☎0120・565653
　（午前9時〜午後9時。土曜・日曜日、祝日も受付。多言語対応）
●東京都新型コロナウイルス感染症電話相談窓口
　（新型コロナ・オミクロン株コールセンター）☎0570・550571
　（午前9時〜午後10時。土曜・日曜日、祝日も受付。多言語対応）

新型コロナウイルスワクチンに関する相談窓口
ワクチン接種に関する一般的な内容について
●厚生労働省新型コロナワクチンコールセンター
　☎0120・761770（午前9時〜午後9時。土曜・日曜日、祝日も受付）
●�（厚生労働省）新型コロナウイルス関連及びワクチンについての
聴覚障害者相談窓口
　FAX：03・3581・6251　m：corona-2020@mhlw.go.jp
ワクチン接種に関する市の対応（接種の予約や会場など）について
●東久留米市新型コロナワクチンコールセンター
　☎042・420・7177（かけ間違いのないようにご注意ください）
　（土曜・日曜日、祝日を除く午前9時〜午後5時受付）
　FAX：042・477・0033（聴覚に障害のある方などの相談）

最新の市の新
型コロナウイ
ルス関連情報
は、市nをご
覧ください。

市n

　新型コロナウイルス感染症（以下「感染症」）の影響により収入が減少した方などは、申請により、 ４年度分の国民健康保険税、後期高齢者医療保険料、
介護保険料の減免が受けられる場合があります。詳細は各担当までお問い合わせください。
　※ ４年度の年間保険税（料）の通知は ７月中旬に発送予定です。
e感染症の影響で収入が減少したなどの事情により、税（料）の納付が困難であると認められる方または世帯
要件次のいずれかに該当する方または世帯
　①�感染症によりその属する世帯の主たる生計維持者が死亡、または重篤な傷病を負った場合
　②�感染症の影響により主たる生計維持者の ４年中の事業収入、不動産収入、山林収入または給与収入（以下「事業収入等」）が減少することが見込まれ、
かつ次の要件をすべて満たす場合▼事業収入等の減少額が前年の当該事業収入等の額の１０分の ３以上▼減少が見込まれる事業収入等の所得以外の
前年の所得の合計が４００万円以下▼前年の所得金額の合計額が１，０００万円以下（介護保険料の減免を除く）

減免額所得に応じた減免割合を乗じた額
i前記の要件を満たしていても、他制度の軽減などを受けている場合や前年の所得状況などにより、減免が適用されない場合があります。
　※市nから、税（料）の減免制度に関する詳細をご覧ください。
l国民健康保険税は保険年金課国民健康保険係☎０４２・４７０・７７３３、後期高齢者医療保険料は同課高齢者医療係☎０４２・４７０・７８４６、介護
保険料は介護福祉課☎０４２・４７０・７７７７（内線４９１０・４９１１） 市n

４ 年度国民健康保険税・後期高齢者医療保険料・介護保険料新型コロナウイルス感染症に係る減免制度

市
n

l市新型コロナワクチンコールセンター（市コールセンター）
☎０４２・４２０・７１７７　※詳細は市nをご覧ください。新型コロナウイルスワクチン関連情報

　 ２回目の接種を ３年１２月 １ 日～ ４年 １月１５日に行っ
た方への接種券は ４ 年 ６ 月１０日に発送済みです（ ３ 回
目の接種間隔が ５カ月に短縮したことに伴い、送付対
象となる範囲が広がりました）。また、 ２ 回目の接種
を ４年 １月１６日～３１日に行った方への接種券は 4年 ６
月２４日㈮に発送予定です。
　なお、接種券の到着まで １週間程度かかることがあ
ります。

◆３回目接種券の発送
　予約の空きがある場合は、随時
予約を受け付けています。会場は
各日程とも市民プラザ、わくわく
健康プラザです。
　① ６月１８日㈯　　② ６月１９日㈰
　③ ６月２５日㈯　　④ ６月２６日㈰
　※�接種人数が各日７２０人に変更
になりました。

★�予約受付中の集団接種日◆４回目接種券の発送スケジュール
送付対象者 ３ 回目接種を下表の日に受けた６０歳以上の方
（１８歳以上６０歳未満で基礎疾患をお持ちの方などや、６０歳以
上で ３回目接種以
降に市に転入され
た方は、交付依頼
が必要です。詳細
は市nまたは市コ
ールセンターへ）

３回目接種日 接種券
発送時期（予定）

４年１月１日〜３１日 ６月１６日
２月１日～１５日 ７月中旬
２月１６日～２８日 ７月下旬
３月１日～１５日 ８月中旬
３月１６日～３１日 ８月下旬

新型コロナウイルス感染症の影響により、イベントなどを中止・変更する場合があります。最新の情報は、市 または直接、イベントなどのお問い合わせ先にご確認ください。
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市

民

生

活

6月30日㈭納期限6月30日㈭納期限

納期内納付に
ご協力ください
l納税課
☎︎042・470・7729

市民税・都民税
第１期

後
期
高
齢
者
医
療
制
度 

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品 

差
額
通
知
書
を
送
付

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品（
※
）

に
切
り
替
え
る
こ
と
で
、
お
薬

代
の
自
己
負
担
額
が
い
く
ら
軽

減
で
き
る
か
を
試
算
し
た「
ジ

ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
差
額
通
知

書
」を
、
都
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
か
ら
送
付
し
ま
す
。

切
り
替
え
の
参
考
に
し
て
く
だ

さ
い
。

　
※
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
＝

一
般
的
に
低
価
格
で
あ
り
な
が

ら
、
新
薬（
先
発
医
薬
品
）と
同

一
の
有
効
成
分
を
含
み
、
同
等

の
効
き
目
が
あ
る
と
国
に
認
め

ら
れ
て
い
る
後
発
医
薬
品

送
付
時
期
６
月
下
旬
と
１２
月
中

旬通
知
対
象
生
活
習
慣
病
な
ど
の

医
薬
品
が
処
方
さ
れ
て
い
る
方

で
、
お
薬
代
が
一
定
金
額
以
上

軽
減
さ
れ
る
と
見
込
ま
れ
る
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険

者i
技
術
料
や
管
理
料
な
ど
に
よ

っ
て
は
、
自
己
負
担
の
総
額
が

軽
減
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
▼
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
が

な
い
場
合
や
処
方
さ
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
▼
切
り
替
え
の

際
は
、
主
治
医
や
薬
剤
師
と
十

分
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

l
同
通
知
書
に
記
載
の
サ
ポ
ー

ト
デ
ス
ク
ま
た
は
市
保
険
年
金

課
高
齢
者
医
療
係
☎
０４２
・
４
７

０
・
７
８
４
６子

ど
も

と
教
育

青
少
年
健
全
育
成
標
語 

募
集

　
東
久
留
米
市
愛
の
ひ
と
声
運

動
実
施
委
員
会
で
は
、
青
少
年

の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
参
加
・
協
力

で「
愛
の
ひ
と
声
運
動
」を
行
っ

て
い
ま
す
。「
愛
の
ひ
と
声
運

動
」と
は
、
青
少
年
に
正
し
い

日
常
生
活
の
ル
ー
ル
や
思
い
や

り
の
気
持
ち
を
持
っ
て
も
ら
う

た
め
、
励
ま
し
の
言
葉
や
注
意

の
ひ
と
声
を
か
け
て
、
非
行
や

事
故
か
ら
守
る
運
動
で
す
。

テ
ー
マ
愛
の
ひ
と
声
運
動
の
趣

旨
に
沿
っ
た
青
少
年
健
全
育
成

を
呼
び
か
け
る
標
語

e
市
内
在
住
・
在
学
の
小
学
５

・
６
年
生
お
よ
び
中
学
生

応
募
条
件
個
人
作
品
で
未
発
表

の
も
の（
応
募
は
一
人
１
点
）

j
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

応
募
作
品
か
ら
優
秀
作
品
を
選

び
、
賞
状
と
記
念
品
を
贈
呈
し

ま
す
。
優
秀
作
品
の
著
作
権
そ

の
他
の
一
切
の
権
利
は
、
同
実

施
委
員
会
に
帰
属
し
ま
す

k
６
月
２８
日
㈫
ま
で
に（
必
着
）、

作
品
に
氏
名
・
住
所
・
電
話
番

号
・
所
属
校
を
明
記
の
上
、
児

童
青
少
年
課（
市
役
所
２
階
）へ

提
出
を

l
同
課
児
童
青
少
年
係
☎
０４２
・

４
７
０
・
７
７
３
５

乳
医
療
証
・
子
医
療
証 

現
況
届
を
送
付

◎
市
に
所
得
情
報
が
あ
る
方

　
現
況
届
の
提
出
は
不
要
で
す
。

１０
月
か
ら
使
用
す
る
医
療
証
は

９
月
末
に
郵
送
し
ま
す
。

◎
市
に
所
得
情
報
が
な
い
方

　
現
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

提
出
が
必
要
な
方
に
は
、
現
況

届
を
６
月
１７
日
㈮
に
郵
送（
返

信
用
封
筒
同
封
）し
ま
す
の
で
、

次
の
通
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
現
況
届
が
未
提
出
の

場
合
、
１０
月
以
降
の
医
療
証
の

交
付
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
。

k
７
月
８
日
㈮
ま
で
に（
必
着
）、

現
況
届
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

添
付
書
類
を
ご
用
意
の
上
、
返

信
用
封
筒
を
使
用
し
て
児
童
青

少
年
課
宛
て
郵
送
で
提
出
を

l
同
課
助
成
支
援
係
☎
０４２
・
４

７
０
・
７
７
３
６高

齢
者

・
福
祉

ひ
き
こ
も
り
家
族
会 

準
備
会

　「
家
族
が
学
校
に
い
か
な
い
」

「
家
に
こ
も
っ
て
い
る
」「
仕
事

を
し
て
い
な
い
」「
関
わ
り
方
が

わ
か
ら
な
い
」な
ど
、
同
じ
悩

み
を
抱
え
る
方
同
士
が
思
い
を

語
り
、
安
心
し
て
つ
な
が
る
こ

と
が
で
き
る
家
族
会
の
立
ち
上

げ
を
支
援
し
ま
す
。
お
話
を
聞

く
だ
け
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

a
①
７
月
１０
日
㈰
②
８
月
１４
日

㈰
、
９
月
１１
日
㈰
。
い
ず
れ
も

午
後
２
時
～
４
時（
１
時
４５
分

か
ら
受
け
付
け
）

b
①
八
幡
町
地
区
セ
ン
タ
ー
②

市
役
所
７
階
７
０
１
会
議
室

c
参
加
者
同
士
の
交
流

e
ひ
き
こ
も
り
状
態
に
あ
る
本

人
ま
た
は
家
族

f
各
回
先
着
２０
人

j
入
退
室
自
由

k
各
開
催
日
の
４
日
前
ま
で
に

（
必
着
）、
専
用
申
し
込
み
フ
ォ

ー
ム
、電
話（
☎
０４２
・
４
７
５
・

０
７
３
９
）、
o（
０４２
・
４
７
６

・
４
５
４
５
）ま
た
は
直
接
市

地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

担
当（
市
社
会
福
祉
協
議
会
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
）へ

l
同
担
当（
m〈csw

@
higas�

hikurum
e-shakyo

.o
r.�

jp

〉）

専用申し込み
フォーム

生
活
に
困
っ
て
い
る
方 

に
対
す
る
軽
減
制
度

　
低
所
得
で
生
計
が
困
難
な
方

の
う
ち
、
要
件
に
当
て
は
ま
る

方
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

者
負
担
額
な
ど
が
軽
減
さ
れ
ま

す
。
こ
の
軽
減
を
受
け
る
に
は

申
請
が
必
要
で
す
。

　
※
都
と
市
に
軽
減
実
施
の
申

し
出
を
し
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
な
ど
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ

ス
が
対
象
で
す
。

軽
減
内
容
利
用
者
負
担
額
な
ど

（
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
・
居
住
費

・
食
費
）を
２５
㌫（
老
齢
福
祉
年

金
受
給
者
は
５０
㌫
）軽
減

　
※
生
活
保
護
受
給
者
は
居
住

費
の
み
全
額
軽
減
。

要
件
次
の
①
～
⑥
の
す
べ
て
に

該
当
す
る
方
ま
た
は
生
活
保
護

受
給
者

　
①
世
帯
全
員
お
よ
び
配
偶
者

（
世
帯
分
離
し
て
い
る
場
合
を

含
む
）が
住
民
税
非
課
税
②
年

間
収
入
が
１
５
０
万
円（
世
帯

員
が
１
人
増
え
る
ご
と
に
５０
万

円
を
加
え
た
額
）以
下
③
預
貯

金
な
ど
が
３
５
０
万
円（
世
帯

員
が
１
人
増
え
る
ご
と
に
１
０

０
万
円
を
加
え
た
額
）以
下
④

日
常
生
活
に
供
す
る
資
産
以
外

に
活
用
で
き
る
資
産
が
な
い
⑤

親
族
に
扶
養
さ
れ
て
い
な
い
⑥

介
護
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
な

いl
介
護
福
祉
課
介
護
サ
ー
ビ
ス

係
☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７
５
０

介
護
保
険
施
設
に
お
け
る 

居
住
費（
部
屋
代
）・ 

食
費
の
軽
減
制
度

　
介
護
保
険
施
設
サ
ー
ビ
ス
な

ど
を
利
用
し
て
い
る
方
の
う
ち
、

要
件
に
当
て
は
ま
る
方
は
、
居

住
費（
部
屋
代
）・
食
費
の
軽
減

制
度（
負
担
限
度
額
認
定
）が
あ

り
ま
す（
表
１
参
照
）。
こ
の
軽

減
を
受
け
る
た
め
に
は
申
請
が

必
要
で
す
。

対
象
と
な
る
サ
ー
ビ
ス
▼
施
設

サ
ー
ビ
ス（
介
護
老
人
福
祉
施

設
・
介
護
老
人
保
健
施
設
・
介

護
医
療
院
な
ど
）▼
短
期
入
所

サ
ー
ビ
ス（
短
期
入
所
生
活
介

護・短
期
入
所
療
養
介
護
な
ど
）

要
件
①
世
帯
全
員
お
よ
び
配
偶

者（
世
帯
分
離
し
て
い
る
場
合

を
含
む
）が
住
民
税
非
課
税
②

預
貯
金
な
ど
が
基
準
額
以
下

（
表
２
参
照
）

申
請
に
必
要
な
書
類
▼
介
護
保

険
負
担
限
度
額
認
定
申
請
書
兼

同
意
書
▼
身
元
確
認
の
で
き
る

書
類（
介
護
保
険
被
保
険
者
証

な
ど
）▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
確
認

書
類（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

な
ど
）▼
通
帳
の
写
し（
銀
行
名

・
口
座
番
号
・
名
義
人
の
わ
か

る
部
分
、
直
近
２
カ
月
以
内
に

記
帳
し
た
最
終
残
高
の
ペ
ー

ジ
）▼
そ
の
他
、
預
貯
金
な
ど

に
含
ま
れ
る
も
の（
有
価
証
券

・
投
資
信
託
な
ど
）が
確
認
で

き
る
書
類

◎
更
新
の
方
に
は
申
請
書
を
送

付
し
ま
す

　
現
在
、
有
効
期
限
が
７
月
３１

日
ま
で
の
負
担
限
度
額
認
定
証

を
お
持
ち
で
、
更
新
対
象
者
に

は
、
６
月
末
ま
で
に「
更
新
申

請
の
お
知
ら
せ（
申
請
書
同

封
）」を
送
付
し
ま
す
の
で
、
必

要
に
応
じ
て
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

◎
住
民
税
課
税
世
帯
に
お
け
る

特
例
減
額
措
置

　
住
民
税
課
税
世
帯
で
も
、
要

件
に
当
て
は
ま
る
方
は
、
居
住

費
か
食
費
、
ま
た
は
そ
の
両
方

に
つ
い
て
、
第
３
段
階
②
の
負

担
限
度
額
を
適
用
し
ま
す（
表

１
・
２
参
照
）。

要
件
次
の
①
～
⑥
の
す
べ
て
に

該
当
す
る
方

　
①
世
帯
員
が
２
人
以
上
②
施

設
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
で
、
表
１

の
第
４
段
階
の
居
住
費
・
食
費

を
負
担
し
て
い
る
③
世
帯
の
年

間
収
入
か
ら
、
利
用
者
負
担
額

な
ど（
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
・
居

住
費
・
食
費
の
年
間
合
計
）の

見
込
み
額
を
除
い
た
額
が
８０
万

円
以
下
④
預
貯
金
な
ど
の
額
が

世
帯
で
４
５
０
万
円
以
下
⑤
日

常
生
活
に
供
す
る
資
産
以
外
に

活
用
で
き
る
資
産
が
な
い
⑥
介

護
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
な
い

l
介
護
福
祉
課
介
護
サ
ー
ビ
ス

係
☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７
５
０

住
環
境

道
路
上
へ
の
段
差
解
消 

ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
の
設
置 

は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　
自
宅
や
駐
車
場
と
道
路
の
段

差
を
解
消
す
る
た
め
、
段
差
解

消
ブ
ロ
ッ
ク
や
鉄
板
な
ど
を
設

置
す
る
こ
と
は
道
路
法
で
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
行
為
は
、
歩
行
者

な
ど
が
転
倒
す
る
事
故
の
原
因

と
な
り
、
設
置
し
た
方
が
事
故

の
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
雨
の
日
に
は

雨
水
の
流
れ
を
止
め
て
し
ま
い
、

道
路
冠
水
の
原
因
に
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
、
設
置
し
て

い
る
場
合
は
、
速
や
か
に
撤
去

し
て
く
だ
さ
い
。

　
道
路
と
の
段
差
を
解
消
す
る

に
は
、
歩
道
部
分
や
縁
石
な
ど

の
切
り
下
げ
工
事
を
自
己
負
担

で
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す（
要

事
前
申
請
）。

　
道
路
の
適
正
な
使
用
と
安
全

確
保
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

l
管
理
課
道
路
・
河
川
施
設
担

当（
市
役
所
５
階
）☎
０４２
・
４
７

０
・
７
７
６
７

表１　１日あたりの居住費（部屋代）・食費の負担限度額
段階区分 居住費（部屋代） 食費

所得区分 利用料
負担段階

ユニット型
個室

ユニット型
個室的多床室

従来型個室
（※２）

多床室
（※２）

施設
サービス

短期入所
サービス

基準費用額
（※１） ２,００６円 １,６６８円

１,６６８円 ３７７円
１,４４５円

（１,１７１円） （８５５円）

住
民
税

課税世帯 第４段階 軽減なし（施設との契約額を支払います）

非
課
税
世
帯

前年の合計所得金額と課税年金収入額、
非課税年金収入額の合計が年間１２０万
円超

第３段階② １,３１０円 １,３１０円
１,３１０円

３７０円 １,３６０円 １,３００円
（８２０円）

前年の合計所得金額と課税年金収入額、
非課税年金収入額の合計が年間８０万円
超１２０万円以下

第３段階① １,３１０円 １,３１０円
１,３１０円

３７０円 ６５０円 １,０００円
（８２０円）

前年の合計所得金額と課税年金収入額、
非課税年金収入額の合計が年間８０万円
以下

第２段階 ８２０円 ４９０円
４９０円

３７０円 ３９０円 ６００円
（４２０円）

老齢福祉年金受給者
第１段階 ８２０円 ４９０円

４９０円
０円 ３００円 ３００円

生活保護受給者等 （３２０円）

（※１）　基準費用額とは、施設の平均的な費用をもとに国が算定した金額です。
（※２）　カッコ内は、介護老人福祉施設に入所または短期入所サービスを利用した場合の金額です。

表２　預貯金等の基準

第３段階② 単身で５００万円以下、夫婦で１,５００万円以下

第３段階① 単身で５５０万円以下、夫婦で１,５５０万円以下

第２段階 単身で６５０万円以下、夫婦で１,６５０万円以下

第１段階 単身で１,０００万円以下、夫婦で２,０００万円以下

※�第２号被保険者（６５歳未満）の方の基準は、収入等に関係なく単身
で１,０００万円以下、夫婦で２,０００万円以下です。

※生活保護受給者の方は、預貯金等の基準はありません。
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凡例  a日時  b場所  c内容  e対象  f定員  d講師  g費用  h持ち物  iご注意  jその他  k申し込み  l問い合わせ  nホームページ  m電子メール

市民生活
住環境

高齢者・福祉子どもと教育



会 員 募 集
◆東久留米パソコンクラブ＝a月 ３回。
金曜日午後 １時半～ ３時半b生涯学習セ
ンターg会費月１，０００円jパソコン初心
者の写真加工編集です。切り抜き、文字
入れ、パソコン持参l渋沢☎０８０・１２５７
・３８５７
◆健康マージャン（NPO法人健康遊技た
んぽぽ）＝a毎週月曜・金曜日午前１０時
～午後 ５時bスポーツセンター、柳泉園
グランドパークg会費 １ 回５００円他j頭
の体操、健康マージャン！経験者はもち
ろん、初心者大歓迎。 ４連勝には特典が
l増田☎０８０・４６７０・１１１０

◆剣道（雅
が

心
しん

剣
けん

友
ゆう

会
かい

）＝a毎週土曜日午後
５時～ ７時と日曜日午前 ８時～１１時b第
五小学校g入会金９００円、会費月１，０００円
j感染対策徹底し活動。見学体験可。ブ
ログぜひご覧くださいl三

さん

瓶
ぺい

☎０４２・４７２
・４０５２
◆マージャン教室（健康麻雀「時

とき

」）＝a毎
週月曜・水曜・金曜日午後 １時～ ５時b
落合川いこいの水辺前g会費 １ 回１，０００
円j初心者歓迎、無料体験有りl荒井☎
０７０・７５１８・６１２８
◆吹矢サークル風

ふう

々
ふう

＝a毎週火曜日午後
１時４０分～午後 ３時５０分bスポーツセン
ターg入会金７５０円、会費月７５０円j吹矢
は腹式呼吸法を用いた、誰でも楽しく続
けられる健康法l渡辺☎０４２・４７４・８４７２

市 民 伝 言 板

abf時間はいずれも午前 ９時〜正午
　① ７ 月 ６ 日㈬・浅間町地区センター・２０人
　② ７ 月 ７ 日㈭・東部地域センター・１０人
　③ ７ 月 ８ 日㈮・南町地区センター・３０人
　④ ７ 月１１日㈪・南部地域センター・３０人
　⑤ ７ 月１２日㈫・西部地域センター・１０人
　⑥ ７ 月１３日㈬・野火止地区センター・２０人
　⑦ ７ 月１４日㈭・八幡町地区センター・１０人
　⑧ ７ 月１５日㈮・中央町地区センター・３０人

c集団講義と操作演習（ ２時間）、質疑応答（ １時間・個別相談可）
eスマホをお持ちでない、または使い慣れていない６０歳以上の方
dスマホ専門講師
g無料
hスマホ（ご自身のスマホの相談を希望する場合のみ）
i�応募多数の場合は抽選。原則開催日から ５日前までに、当落の有
無を電話で通知
j�体験会参加者で、スマホをお持ちでない方を対象に、スマホ試用
（期間は約 １カ月）の申し込みを受け付けます
k�各開催日の １週間前までに、希望の日時・会場・カナ氏名・年代
・性別・電話番号・お住まいの市区町村・スマホを持っているか
否かを、スマートフォン普及啓発事業事務局宛てに電話（☎０３・
５３４８・２７３５〈平日午前 ９ 時〜午後 ５ 時〉）またはo（０３・５３４８・
２７３１）で送信を
l同事業事務局

　楽しみながらスマートフォンや各種アプリの活用を体験できる教
室形式の体験会です。

高齢者スマートフォン体験会
〜都デジタルサービス局戦略部主催〜

自
然
観
察
を
し
な
が
ら

樹
木
に
名
札
を
つ
け
ま

せ
ん
か

　
向
山
緑
地
公
園
で
は
緑
の
若

返
り
事
業（
萌
芽
更
新
）と
し
て
、

樹
木
の
伐
採
・
剪せ

ん

定て
い

な
ど
を
行

っ
て
い
ま
す
。
伐
採
し
た
樹
木

を
利
用
し
た
プ
レ
ー
ト
に
樹
木

の
名
前
を
書
い
て
、
同
公
園
内

の
樹
木
に
設
置
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
自
然
観
察
な
ど
も
併
せ
て

行
い
ま
す
。
身
近
な
自
然
を
楽

し
く
学
び
ま
し
ょ
う
。

　
主
催
は
市
、
向
山
緑
地
・
立

野
川
勉
強
会
、
学
校
法
人
自
由

学
園
。

　
※
こ
の
事
業
は
木
材
の
循
環

利
用
、
利
用
促
進
な
ど
の
た
め

に
国
か
ら
譲
与
さ
れ
た
森
林
環

境
譲
与
税
を
用
い
た
事
業
で
す
。

a
７
月
２４
日
㈰
午
前
９
時
～
正

午
頃

b
向
山
緑
地
公
園（
南
沢
３
ー

１６
）

e
小
学
生（
参
加
者
１
人
に
つ

き
保
護
者
１
人
の
参
加
可
）

f
先
着
１０
人

g
無
料

j
同
公
園
に
は
ト
イ
レ
が
な
い

た
め
、
事
前
に
お
済
ま
せ
く
だ

さ
い

k
l
６
月
１５
日
㈬
午
前
９
時
か

ら
電
話
で
環
境
政
策
課
緑
と
公

園
係
☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７
５

３
へ

▶︎
樹
木
プ
レ
ー
ト

イ
ベ
ン
ト
で
の
出
火
防
止

　
地
域
の
方
が
安
心
し
て
参
加

で
き
る
よ
う
、
イ
ベ
ン
ト
で
露

店
を
出
店
さ
れ
る
方
は
次
の
こ

と
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　

▼
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
ボ
ン
ベ
と

器
具
を
し
っ
か
り
接
続
し
、
ボ

ン
ベ
の
転
倒
を
防
止
す
る
▼
ガ

ソ
リ
ン
を
使
用
す
る
発
電
機
は
、

予
備
の
燃
料
缶
を
日
が
当
た
る

場
所
に
放
置
し
な
い
▼
カ
セ
ッ

ト
コ
ン
ロ
の
ボ
ン
ベ
は
加
熱
す

る
と
破
裂
の
危
険
が
あ
る
の
で
、

コ
ン
ロ
よ
り
大
き
い
鍋
を
使
用

し
な
い
。
ま
た
、
コ
ン
ロ
を
２

台
並
べ
鉄
板
な
ど
を
置
い
て
使

用
し
な
い
▼
飛
沫
防
止
用
ビ
ニ

ー
ル
シ
ー
ト
と
照
明
器
具
・
調

理
器
具
は
距
離
を
空
け
る
▼
必

ず
消
火
器
を
準
備
す
る
▼
露
店

で
火
気
を
使
用
す
る
と
き
は
、

３
日
前
ま
で
に
消
防
署
へ
届
け

出
る

l
東
久
留
米
消
防
署
警
防
課
消

防
係
☎
０４２
・
４
７
１
・
０
１
１

９◎
東
京
消
防
庁
公
式
ア
プ
リ

　
消
防
や
救
急
の
知
り
た
い
情

報
を
入
手
で
き
る
情
報
ツ
ー
ル

で
す
。

東京消防庁n

お
知
ら
せ

女
性
再
就
職
準
備 

セ
ミ
ナ
ー
＆
個
別
相
談
会

　
心
を
整
え
て
就
活
へ
踏
み
出

そ
う
。
女
性
の
た
め
の「
マ
イ

ン
ド
フ
ル
ネ
ス
」講
座
で
す
。

ス
ト
レ
ス
構
造
を
知
り
、
自
分

自
身
で
ス
ト
レ
ス
を
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
受
講
に
は
東
京
し
ご
と
セ
ン

タ
ー
多
摩
の
利
用
登
録
が
必
要

で
す
。

a
b
７
月
１９
日
㈫
午
前
１０
時
～

正
午
。
市
役
所
７
階
会
議
室

c
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
お
よ
び

個
別
相
談
会（
セ
ミ
ナ
ー
終
了

後
、
就
業
個
別
相
談
会〈
１
人

に
つ
き
３０
分
程
度
〉を
実
施
）

e
再
就
職
を
考
え
て
い
る
女
性

の
方

f
セ
ミ
ナ
ー
４０
人
、
相
談
会
１０

人（
い
ず
れ
も
予
約
制
・
先
着

順
）

d
嶋
尾
か
の
子
氏

g
無
料

j
託
児
有
り（
セ
ミ
ナ
ー
の
み
）。

先
着
５
人（
２
歳
～
未
就
学
児
）。

託
児
の
申
込
期
限
は
７
月
１
日

㈮（
予
約
制
）

k
６
月
１５
日
㈬
午
前
９
時
か
ら
、

電
話
で
東
京
し
ご
と
セ
ン
タ
ー

多
摩
女
性
し
ご
と
応
援
テ
ラ
ス

多
摩
ブ
ラ
ン
チ
☎
０４２
・
５
２
９

・
９
０
０
３
へ

l
同
ブ
ラ
ン
チ

特
設
行
政
相
談
所

　
国
・
都
・
市
な
ど
の
行
政
機

関
や
Ｊ
Ｒ
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
な
ど
の
公

共
性
の
高
い
法
人
、
公
的
行
政

機
関
か
ら
委
任
さ
れ
補
助
金
を

受
け
て
い
る
法
人
な
ど
に
つ
い

て
、
苦
情
や
意
見
・
要
望
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
そ
の
よ
う
な
と

き
は「
行
政
相
談
委
員
」が
相
談

に
応
じ
ま
す
。
行
政
相
談
委
員

は
、
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ

た
民
間
有
識
者
で
す
。

a
６
月
２２
日
㈬
午
後
１
時
半
～

４
時

b
市
役
所
１
階
屋
内
ひ
ろ
ば

g
無
料

k
直
接
会
場
で

l
生
活
文
化
課
☎
０４２
・
４
７
０

・
７
７
３
８

職
員
募
集

学
童
保
育
所 

職
員
募
集
説
明
会

a
６
月
２８
日
㈫
午
後
３
時
か
ら

（
３０
分
程
度
）

b
市
役
所
５
階
５
０
２
会
議
室

c
学
童
保
育
所
に
つ
い
て
、
児

童
厚
生
員（
会
計
年
度
任
用
職

員
ア
シ
ス
タ
ン
ト
職
）の
仕
事

の
内
容
、
応
募
資
格
、
現
在
の

募
集
状
況
な
ど
に
つ
い
て

e
児
童
厚
生
員
の
仕
事
に
興
味

の
あ
る
方

k
当
日
会
場
で

l
児
童
青
少
年
課
児
童
青
少
年

係
☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７
３
５

官
公
署

　
な
ど

崖
や
擁よ

う

壁へ
き

な
ど
の 

崩
壊
に
ご
注
意
を

　
梅
雨
や
台
風
の
時
期
は
、
長

雨
や
集
中
豪
雨
で
地
盤
が
緩
み
、

崖
や
擁
壁
な
ど
の
崩
壊
が
起
こ

り
や
す
く
な
り
ま
す
。
特
に
、

危
な
い
崖
や
不
完
全
な
擁
壁
で

覆
わ
れ
て
い
る
所
に
あ
る
家
で

は
、
大
き
な
被
害
を
受
け
る
ば

か
り
で
な
く
、
隣
接
す
る
方
々

の
生
命
、
財
産
に
ま
で
危
険
を

及
ぼ
す
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ

う
、
日
頃
か
ら
家
の
周
囲
の
安

全
を
確
か
め
、
危
な
い
石
積
み

や
土
留
め
な
ど
は
補
強
改
善
し
、

雨
水
の
排
水
を
良
く
す
る
な
ど

し
て
、
安
全
対
策
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

　
す
で
に
、
関
係
機
関
か
ら
改

善
な
ど
の
措
置
を
と
る
よ
う
勧

告
を
受
け
て
い
る
方
は
、
補
強
、

改
良
な
ど
の
工
事
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
宅
地
造
成
等
規
制
法

で
定
め
ら
れ
た
区
域
内
で
、
一

定
の
高
さ
以
上
の
切
土
・
盛
土

を
し
た
り
、
擁
壁
な
ど
を
築
造

す
る
と
き
は
、
事
前
の
許
可
が

必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

l
都
多
摩
建
築
指
導
事
務
所
開

発
指
導
第
二
課
☎
０４２
・
３
６
４

・
２
３
８
７

都
が
策
定
し
た
都
市
計
画

案
の
縦
覧
を
行
い
ま
す

対
象
計
画
案
住
宅
市
街
地
の
開

発
整
備
の
方
針

対
象
区
域
特
別
区
、
市
、
瑞
穂

町
、
日
の
出
町

縦
覧
期
間
・
場
所
６
月
２３
日
㈭

ま
で
。
都
都
市
整
備
局
都
市
計

画
課
ま
た
は
関
係
区
市
町
村
都

市
計
画
課（
東
久
留
米
市
の
場

合
は
都
市
計
画
課〈
市
役
所
５

階
〉で
）

e
区
域
内
に
在
住
か
計
画
案
に

利
害
関
係
の
あ
る
方

意
見
書
の
提
出
６
月
２３
日
㈭
ま

で
に（
消
印
有
効
）、
計
画
案
の

名
称
・
ご
意
見（
書
式
自
由
）・

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記

入
の
上
、
〒
１６３
―
８
０
０
１
、

東
京
都
都
市
整
備
局
都
市
計
画

課
宛
て
郵
送
を

　
※
詳
細
は
都
都
市
整
備
局
n

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

都都市整備局n

l
▼
縦
覧
お
よ
び
意
見
書
の
提

出
に
つ
い
て
＝
都
都
市
整
備
局

都
市
計
画
課
☎
０３
・
５
３
８
８

・
３
２
２
５
▼
住
宅
市
街
地
の

開
発
整
備
の
方
針
に
つ
い
て
＝

都
住
宅
政
策
本
部
企
画
経
理
課

☎
０３
・
５
３
２
０
・
４
９
３
８

新型コロナウイルス感染症の影響により、イベントなどを中止・変更する場合があります。最新の情報は、市 または直接、イベントなどのお問い合わせ先にご確認ください。
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